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特集　集
代型事例に見る次世代 ITアウトソーシングサービス「AGILIT」の活用法

株式市場の低迷のなかでもオンライ

ン・トレードは一貫して増加し続

け、わずか数年で既存市場に匹敵す

る市場へと成長した。

すでに、淘汰の時代に入ったとも

言われるオンライン証券業界は、こ

れまで以上に拡張性と堅牢性が問わ

れている。創業明治41年（1908年）

という証券業界では老舗の安藤証券

は、オンライン・トレードの基盤と

して、AGILITを選択した。

「本格的にオンライン・トレーデ

ィングを開始するにあたって、需要

増に伴う負荷が見通せないというの

が大きな鍵でした。そこで、

AGILITのCoD（キャパシティ・オ

ンデマンド）による柔軟な拡張性と

高可用性・堅牢性を評価し、導入を

決定しました。トレーディングは日

別変動、時間変動が大きいですが、

AGILITの利用で、数時間でサーバ

追加が可能となり、機会損失が減ら

せるというメリットがあります。」

（安藤証券㈱　常務取締役　山田諭

史氏）

安藤証券のオンライン・トレード

システムは、図1に示すように株価

情報やマーケット情報を提供する金

融情報系フィードシステム、オンラ

イン取引システム、バックオフィス

系システム、コールセンタシステム

からなっている。

トータルコストの削減や高いビジ

「金融ビックバン」と呼ばれる一

連の規制緩和を契機に、株式オンラ

イン・トレードの競争環境が劇的に

変化した。一時は 70社近くにまで

競争企業数が増加し、オンライン専

業証券会社の出現とともに現在では

個人の株式売買におけるオンライ

ン・トレードのシェアは 80％を超

えるまでに至っている。

証券業務はオンライン化を求める

事業である。時々刻々と動く株式情

報の提供やリアルタイムの決済、夜

間に於ける受発注などは、既存の店

舗経由の取引では限界があり若い個

人投資家層を惹きつけることが難し

くなっている。当初は株式の売買に

限られていたが、瞬く間に店舗とほ

ぼ同様の商品ラインナップが提供さ

れるようになり、サービス面でも飛

躍的な向上が続いている。その結果、

AGILITで拡張性と堅牢性を実現した
安藤証券のオンライン・トレード基盤

オンライン・トレードの基盤に
AGILITを導入

〈会社概要〉
安藤証券㈱
創業：1908年　　資本金：15億円
代表取締役社長：安藤敏行
事業内容：有価証券の売買、売買
の取次、 引受、売出、募集、また
は売出の取扱の各業務並びにこれ
に関する業務全般。
http：//www.ando-sec.co.jp/
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図1 安藤証券のオンライン・トレードシステムの概要

比類なき拡張性・堅牢性を実現
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ネス競争力をもたらす高品質なシス

テムを実現するために、構築にあた

っては、①素早いサービスインの実

現、②再利用性の高いシステムの実

現が強く求められた。NTTコミュ

ニケーションズでは、AGILITのプ

ラットフォーム上に、㈱ファイテッ

クラボ・ジャパンの「xTrade」を

ベースにシステムを構築した。

xTradeは主に金融系の高機能なト

ランザクション・システムを構築す

るJavaコンポーネント・フレーム

ワーク製品。xTradeの持つXMLメ

ッセージング機能により、Webサ

ーバやCRMシステム、バックオフ

ィス系システム、日銀ネット、証券

取引所等との連携を容易に行えるよ

うにしている。

安藤証券では、システムのスケー

ラビリティに対し、AGILITの標準

メニューの中から図２に示すような

サービスの適用から始めている。

安藤証券では、オンライン・トレ

ードシステムの第1フェーズとして

東証・大証・JASDAQ市場を対象

にしたシステムを近日中に完成する

予定である。

「NTTコミュニケーションズ社と

のビジネス連携は、国内だけにとど

まらず、今後のグローバルトレード

展開への拡張や、24時間トレーデ

ィングへの対応を推進していく上

で、信頼性、国際性どちらにおいて

も最適なパートナーとして期待して

います。」(前出　山田諭史常務）
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図2 安藤証券におけるAGILITサービスの適用状況

東証、大証、JASDAQを第1フ
ェーズに、その後海外市場に拡大
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